第１２ハンセン病市民学会　総会・交流集会in奄美･鹿屋
展示発表申込用紙
	標題：



	発表者名（所属）：

＊○田○子（○○の会）、□川□朗（□□療養所）等とお書きください。所属団体が特になければ、◇◇沢◇美（長崎県）等と、ご住所の都道府県をお書きください。発表者が複数の場合は全員の氏名・所属を並記してください。その場合、代表者が筆頭になるようにしてください。

	展示の形式：
１.ポスター（論文、論説等、文字主体のもの）
２.写真、絵画等の平面作品　　
　　　　　　　
３.彫刻、模型等の立体物　　　　　　　　
４.その他（以下に具体的に書いてください）

＊該当するものを残して他を削除するか、○を付けてください

	連絡先

　住所：（〒　　　―　　　　）

　電話：　　　　　　　　　　　　　　　　
携帯：　　　　　　

　ＦＡＸ： 　　　　　　　　　　　　　　
E-mail:
＊発表者が複数の場合、代表者のものを記入してください。自宅、職場等で連絡がつきやすいものをお書きください。

	展示の概要（できるだけ本紙１枚に収まるように、展示の概要を説明してください。）




注意事項

1. ハンセン病市民学会では、様々な立場の方が自由な発想で個性的な展示発表をしていただくことを歓迎します。展示発表は5月14日、鹿屋市中央公民館（鹿屋市文化会館前）で行います
2. 展示発表の申し込み締め切りは、２０１６年４月１０日(土)必着とします。

3. 申し込み方法は、本申込用紙を印刷するか、メール、Faxに添付して、以下にお送りください。

宛先（郵送の場合）：　
〒862-8680　熊本県熊本市大江２－５－１　熊本学園大学遠藤 隆久研究室気付

ハンセン病市民学会事務局
メール添付の場合：　endoh@kumagaku.ac.jp
Faxの場合：096-364-8920（遠藤研究室直通）

4. 展示発表の可否は、実行委員会による審査を経て決定されます。展示発表は、交流・検証・提言という本学会の趣旨に即したものであることを条件とします。会場のスペースの制約や審査の結果によって、展示をお断りする場合もありますので、あらかじめご了承ください。

5. 代表者として発表を申し込めるのは、ハンセン病市民学会の会員に限り、１人につき１点に限ります。

6. 複数の発表者による共同発表の場合、代表者以外については非会員でも可とします。

7. 展示物は、原則として以下の制約を満たすものとします。

(1)  ポスター（論文、論説等、文字主体のもの）、もしくは写真、絵画等の平面作品の場合
縦横がそれぞれ２メートル以内であること。

(2)  彫刻、模型等の立体物の場合
「一辺１メートルの箱」に入ること。

8. 実行委員会では、展示場所と、画鋲、テープを準備します。特殊な装置による展示が必要な場合は、あらかじめ実行委員会に相談してください。

9. 展示物の搬入、展示、撤去はすべて発表者が責任をもって行ってください。展示期間終了後に残されているものについては、実行委員会が処分させていただきます。

